
岐阜森林管理署では、昨年度に続き平成２３年１０月１１日（火）から１４日（金）に

かけて、東白川村内の国有林において、社会貢献の森『「サントリー「天然水の森 ぎふ

東白川」』の活動と連携して、「森林・林業再生プラン」を推進するために必要な「丈夫で

簡易な森林作業道」の普及・定着を図るため、民有林関係者を主体として事業体（林業・

建設業）・行政機関・林業関係者・職員等を対象に、森杜産業(株)の田邊由喜男氏を講師

として招き森林作業道開設現地研修会を開催しました。

研修会の期間中には、１００名（延べ約１４４名）の参加者があり、本年度は幹線の作

設を中心にヘアピンカーブ、スイッチバックなどの線形の取り方から小型バックホウによ

る切土・盛土の方法（切盛等量）・表土や根株等の利用方法及びＣＤ管を使用した水処理

などの実演指導と実演の間に実技指導も有り大変有意義な研修会となりました。

森林作業道の作設は、現地の気象、地質・地形等の条件に適合したものを創意工夫して

作設する必要があることから、研修会の内容を参考としてお知らせします。

【分岐作設のポイント指導】 【盛土作設のポイント指導】

【ヘアピンカープ作設のポイント指導】 【スイッチバック作設のポイント指導】
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